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メールアドレスが流出する情報セキュリティ事故について

当校教員が、オープンキャンパスに関する事務連絡を行った際に、電子メールの宛先を

「BCC」で送付すべきところを「CC」で一斉送信したことにより、個人のメールアドレスが

他者に流出する情報セキュリティ事故が発生しました。

相手方に対しては、直ちに個人情報流出のお詫びをするとともに、該当メールの削除を

依頼しました。

本件事故を深く反省し、再発防止策を早急に講じてまいります。

１ 事故の概要

(1) 事故内容 ： オープンキャンパスに申し込んだ県内中学生のメールアドレス121人

分の個人情報流出

(2) 事故原因 ： 一斉メール送信の際に、宛先を「BCC」で送付すべきところを「CC」

で一斉送信したため

(3) 発生日時 ： 令和３年９月14日(火)19時頃

(4) 対応状況 ： 個人情報が流出した全員に対して、謝罪及び該当メールの削除を依

頼。所属中学校に連絡し、生徒へメールを削除する旨の指導を依頼。

２ 再発防止策

(1) ９月15日(水)に所属する教員全員に対して、個人情報管理に関する研修を再度行う

とともに、外部へメールを送信する際のBCCを徹底

(2) チェック体制の見直し・強化

本件担当
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